20180204レムナント教会1部
人類は2種類（創世記4:1-5）
最近、ニュースなどを見ますと、アメリカでは、前大統領の時より人種による争いが激しくなってきているということを聞いております。いままで平等という思想の中で黙っていた白人の不利益を、勇気を出して白人第一主義を唱えたり、それに対抗して、黒人や有色人種の人々がデモを起こしたりということがより激しくなっているそうです。また、いろいろな国でそのようなことがありますが、韓国の場合には、右派、左派というイデオロギーの違いによる対立がものすごく表に現れるようになっています。国が半分に分かれるような危機に直面しているという話もあります。民族の違いによる争いも絶えないし、同じイスラム教の中でも宗派がいろいろ違うので、それによる争いが絶えないまま、それが戦争に発展することもあるわけです。また、そのように大きなスケールではなくても、ひとりひとり個人、社会の中でも、その人の外見や人間的な条件、肩書などによって、いろいろな差別などが横行しているのではないでしょうか。それにまた反発してテロに加担したり、あるいはそれを押さえようとする動きに加担したりということの連続、連鎖ではないかなと思います。そのことで多くの人が心配をしているのが、今の時代ではないかと思います。
このような中で、クリスチャンである私たちは、それに妥協してもいけないし、一緒に流されてもいけないし、だからといってそれを敵視してもいけません。その中でクリスチャンである私たちだけが唯一答えを持っている存在なのに、見方が大体ほぼ同じなので、どうすればいいのかがわかっていない残念なことがあります。そういう意味でクリスチャンの私たちは、聖書に基づいて人を見る見方、人間、人類を見る見方を正しく持っていないといけないと思います。

今日の聖書は、アダムとエバが罪を犯したあと、エバから子どもが生まれることになります。そこから人類が始まるようになりました。そこで皆さんがご存知の通り、アダムのささげものは神様に受け入れられて、カインの礼拝は神様に受け入れられなかったということで、最終的にはカインがアベルを殺してしまったというとても悲しい出来事が紹介されています。そのときから、神様に受け入れられたアベルの子孫と、それを拒否してしまったカインの子孫が増えていくようになります。聖書に基づいてクリスチャンの私たちは、いまの時代、この現状の中で、人類は実は一つなのだということをしっかり心に留めなければいけません。白黒肌の色もいろいろ違うし、民族の違いもあるし、才能の違いもあるし、ひとりひとり個性も趣味も目指すこともいろいろ違うかもしれません。また、宗教もいろいろ異なっているでしょう。けれども、そういう違いがどうであれクリスチャンの私たちは、明確に宣言します。人類は、実は一つです。同じ、一緒です。

どういう意味なのでしょうか。それは人類はすべてひとりも例外なく、人間的な条件がどうであれ、実は神のかたちなのです。そういう意味で皆一緒です。能力がいろいろ違っていても、実は根本的に一緒です。それはまず宇宙万物いろいろな被造物があります。動物、植物、微生物、いろいろなものがあります。そういった他の被造物とは根本的に区別されて、異なっている存在だという意味です。動物の一種ではありません。サルが進化して高等な動物になり人間になったということはでたらめです。そのような見方をしているから紛争が絶えないわけでしょう。そうではありません。人類は、みな一緒なのですが、どのように一緒なのかというと、神のかたちであることで皆同じなのです。動物ではありません。つまり、人類は皆がどんな存在であれ、いまものすごく低いところにいる人間、あるいはセレブの生活をしている人間であれ、みな一緒に動物とは違うたましいを持つ霊的な存在であることで一緒なのです。人を動物扱いするということは、サタンのものすごい策略です。人間のことを正しく見ることができないように人を惑わしていることでしょう。だから、実は人類は、どんな人間、どこの民族であっても、神のかたちであって一緒で、だから、神様に祝福された存在です。生めよ、増えよ、地を満たせよと祝福されました。それはみな一緒です。言葉を変えますと、人類というものはみな神によって創造された特別な神のかたちであり、神によって祝福されて神様とともに歩むように造られた存在です。そういう意味では、みな一緒です。いま自分で分かっているかは別にして。お互いに銃を向け合って殺し合う相手も、実は一緒なのです。知らないだけです。
そして、残念ながら、神のかたちであると同時に、アダムとエバが罪を犯した以来は、すべての人類は、実は同じ罪人なのです。罪人であることで一緒です。裁判官でも刑務所にいる人間でも、みな神の前で罪人であることには変わりありません。これがクリスチャンの味方です。そこには何の違いも差もありません。聖書には、明確に記してあります。ローマの手紙に3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。そこに括弧、例外は誰々というのはひとりも存在しません。そして、実際、ローマ3：23は、ローマの手紙１章からの結論です。ユダヤ人も異邦人もどんな人間も結局、一緒で、みな滅びるしかない罪人なのです。神のかたちとして造られたのに、罪によって皆が滅びるしかない罪人になってしまったのです。一緒です。ここを勘違いしてはいけません。大学を卒業して大手企業に入り成功していると見られている人間でも、ホームレスの人間でも、アフリカで飢え死にしている人間でも、アメリカでステーキを２人前、３人前食べている人間でも、エペソ2：1-3に書いてあるように、みな一緒です。たましいは死んだままの状態で、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたことにはみな一緒です。勘違いしないでください。皆さんが、受験に合格するとよい人間、そこで落ちると悪い人間になる、そういうことはありません。それは世の中が評価して、勝手に決めつけていることであって、クリスチャンがそういうものにいちいち振り回されているので、クリスチャンとしてクリスチャンらしく生きることが邪魔されているのではないでしょうか。アメリカの大統領でも、アフリカで病気にかかって死んでいく子どもでもみな一緒です。ヘブル9：27にあるように、人間は一度、みな同じく死ぬし、死後にはさばきを受けることが定まっています。そういう意味では、みな一緒です。

そして、自力でその罪を解決することは、誰一人としてできません。ですから、神様が人間を救ってくださらない限りは、希望がありません。ということで、人間というものは、どの時代でも、どういう人種であっても、どこの民族、どんな肩書であっても、外的の条件がどうであろうが、ブスでもハンサムでも一切関係ありません。すべては、神のかたちであることで一緒です。神様と一緒でなければ幸せというものは得られない存在であることにはみな一緒です。と同時に、すべてが罪人で、つまり、すべての人は、救いが必要な存在です。これは一緒です。あまり悪いこともせず、まじめに生きている人には救いがいらないということはありません。みな一緒です。根本的に、みな神を裏切り、滅びるしかない地獄の背景を背負って、地獄の運命を抱えて人生を生きることは、みな一緒です。金持ちでも貧乏な人間でも、良心的な人間でも悪ふざけの人間でもみな一緒です。救いが必要です。だから、クリスチャンの見方というものは、人類は一つ、一緒です。神様は、感謝なことに、このような人間のために救いの道を与えられました。その救いの道を約束されました。それが創世記3：15に言われていたものです。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。すべての人間は救いが必要なのですが、その救いの道はキリストです。それを最初から約束して、それ以外にはおっしゃったことがありません。そして、本当にこれは感激中の感激ですが、その約束が約束通りに成就されました。この地上に来られて約束通り十字架を背負って血を流されて、すべての罪を清められ、悪魔の頭を踏み砕いて、神様と出会う道を切り開かれた方がイエス様です。成就しました。イエス様がキリストとして来られて、そのキリストとしての救いのすべてを全部成し遂げられました。それで道が開かれたのです。私は道であり、真理でありとおっしゃって、そのイエス様が、すべて疲れて重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげますよと招いていらっしゃいます。救いのために残っている課題は、一つしかありません。ローマ1：17、義人は、信仰によって生きる。ローマ10：13、だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われるとあります。イエス様を救い主キリストとして信じること、これに人類の運命が変わるようになるわけです。この信仰告白によって。

アベルは、なぜその礼拝が神様に受け入れられたのでしょうか。まだキリストは来ていらっしゃらないので、救いの道を教えるために、羊を殺して血をもって礼拝をささげなさいと言われていました。先ほど、私が申し上げました神様が与えられた救いの道の話をしたわけです。アダムを通して。アベルはそれをありのまま受け入れて、なるほど、キリストだけでなければ救いはないのだね。私には救いが必要だしキリストしかありません。そのキリストを信じますという信仰をもって礼拝に出たわけです。カインは、別に悪い思いではありません。最善を尽くして、まじめに穀物を持ってきたのですが、アダムは耳にタコができるぐらい言っていました。イエス・キリストでなければ救いはありません。キリストがおまえのために血を流して代わりに死んでくださらない限りは救いなどありません。救われないと地獄の運命のままなので、成功しても、まじめに頑張っても滅びるしかないと情念を持っていっていたはずなのです。カインは、それを無視したのです。自分なりにはまじめに努力して頑張って持ってきたでしょうけれども、そのまじめに努力、頑張ることなどは、地獄の背景、悪魔のしわざ、罪などにはこれっぽっちも役に立たないものなのです。だから、受け入れられなかったのです。それでものすごく怒りを覚えていたときに、神様が「なぜ怒っているのか。いまだおまえに罪がそのドアの前で待ち伏せしているのではないか」。つまり、罪の問題がまったく解決されていないのだよとおっしゃっているのです。それでも、それを聞く耳を持ちませんでした。それでカインは、この救いの約束イエス・キリストを拒否したまま人生が始まりました。

改めて申し上げます。いま本当に世の中は困難していて、自分の主張が正しいと争っています。そこでクリスチャンの私たちも一緒に困難してこんがらがってしまう場合が多くあります。話そのものは、もっともな話なのです。だから、大学生などは、すぐにその思想や様々な理論に影響を受けやすい環境にいるのですが、正しい見方を持っていないといけません。みな一緒です。みな神様に会わないといけない神のかたちであり、他には方法がありません。それなのに、みなアダム以来、罪人なのです。救われなければいけない存在です。神様が、イエス・キリストという救いの道を与えられました。そのときからカインとアベルが分かれたように、人類は２種類に分かれるようになります。それはアベルのように、この神様の約束、救いの道、キリスト・イエスを受け入れる人、そういう部類、そして、カインのように、自分のまじめさ、自分の力、自分の理論などに頼っていて、このキリストの福音を拒否する側。この２種類に分かれます。肌色がどうなのか、イデオロギーがどうなのか、才能がどうなのか、金持ちなのか、貧乏なのか一切関係ありません。ブスなのかハンサムなのか、世間で認められるか、認められていないのか、周りがどう思っているかどうか、一切関係ありません。人類は、２種類しか存在しません。人間的な外見的な条件などによって惑わされてはいけません。いろいろな意味をもって日本人がいらっしゃって、韓国人がいるのでしょうけれども、神の前ではそういうことはありません。アベルの子孫なのか、カインの子孫なのか、本当に神のいのちある祝福の存在なのか、滅びの運命の存在なのか、それしかありません。これがクリスチャンの味方です。アベルの子孫、ヨハネ1：12、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもになる特権が与え与えられる。この神様が与えられた救いの道、イエス・キリストを心から受け入れること、信じる人、それ以外には条件がありません。それによって判別できるようになります。その人がものすごく優しいからアベルの子孫ではありません。イエス・キリストによって分かれるようになります。同じ屋根の下で暮らし、同じ親で、同じ血を引いて生まれた兄弟であっても、これによって分かれます。２部礼拝でも少し触れるようになりますが、こういう部分には、ものすごく冷静にならないといけないし、どういう言葉がふさわしいか見当たりませんが、あまり情け、感情などに振り回されていてはいけません。それはあとの話です。アベルの子孫とカインの子孫の他には存在しません。そして、イエス・キリストを受け入れた者であれば、肌色が白か黒か、金持ちなのかどうか関係なく、その人は、ヨハネ5：24にあるように、永遠のいのちを持ち、さばきにあうことなく、死からいのちに移っている者なのです。ですから、刑務所の中にいても告白できます。エペソ1：3、天にある霊的すべての祝福をいただいている者、そういう人間が存在するわけです。一つの条件によって。イエス・キリストを信じただけなのに。信じるか信じないか。それによって人類は分かれるようになります。まったく会ったこともないアフリカの人間でも、その人が正しくイエス・キリストを受け入れた人であれば同じくアベルの子孫であり、同じ神の家族です。これがアベルの子孫です。神の子どもと呼ばれるもの、永遠のいのちをもって天にある霊的すべての祝福をいただいている存在がこの世の中にいます。

その結果、エペソ1：23に書いてあるように、すべての者を満たす方によって満たされるキリストのからだである教会といわれるもの、この世の中に光を照らすことができる唯一の存在、教会と呼ばれるもの、そういう存在がまずいるわけです。もうひとつは、カインと同じラインに立つカインの子孫です。同じくイエス・キリストが来られたのに、ヨハネ1：5、11にあるように、キリストが世に来られたのに、そのキリストを受け入れることがなかった、拒否していた、そのような部類の人間、人種がいるわけです。ヨハネ3：19、20にも、彼らは光の方に来ようとしない。暗やみを愛しているから、イエス・キリストを拒否するわけです。特に、それが言われていたときは、聖書をもって聖書を信じていると言っていたユダヤ人、パリサイ人を指していっています。なかでもカインの子孫がそこにいるわけです。それから、特にイエス様の身近でイエス様に従っていた１２弟子のひとりであったイスカリオテ・ユダは、最終的にイエス様を売って自殺で人生が終わりました。使徒1：25を見ると、そのユダはじぶんの道を歩いていたと言われています。ユダはカインの道でした。私たちはよく分かりません。イエス様の弟子の中にもカインの子孫がそこにいました。どうやってそれが分かるようになるのか。一つしかありません。イエスがキリストだよという福音をお話しして、救いの道を正しく伝えることによって、それにどう反応するかによってしか判別はできません。教会の中にも終末の時代に、羊とヤギの群れが混ざって礼拝をするとも言われています。私たちはよく分かりません。人間的な条件、外見、まじめさなどによって分かれることではありません。神様から与えられました唯一の悔いの道、イエス・キリストに対して、どのように反応を示すかによって分かるしかありません。もちろん今拒否する反応があっても、後でまた変わるかもしれません。それは私たちにはよく分かりません。でも、基準はそれしかありません。ということで、時代がどう変わろうが、どこの民族、国、肌色がどうなのか、能力があるかどうか、ブスなのか美人なのか、人間的な外見的な条件と一切関係ありません。それは世の中で、神を離れていた人々が評価する基準に過ぎないものであって、神の前では人類はみな一つです。みな神様に会わない限りは希望のない存在です。神のよって祝福されて、祝福の道を歩む存在です。しかし、罪を犯してみなが一緒に罪人になりました。救いがいらない人間はひとりも存在しません。これが人間です。この見方で見ると、人類は２種類しかありません。神がそこから救いの道を与えられたので、この救いの道を受け入れてイエス・キリストに従うのか、あるいはそれを拒否してイエス・キリストから離れるか、この２種類の人間しか世には存在しません。これが分かっていれば争う理由など一切ないでしょう。どっちが正しい、正しくない、また、どっちが偉い、偉くない、劣等感、優越感などは意味のない話になるしかありません。けれども、世の中ではそういうことがメインなのです。こういう見方がないので。クリスチャンの私たちは、人を見る味方、特に基本的な見方をしっかり持っていないといけません。人を外見によって、人間的な条件によって比較したり、差別したりすることは言語道断です。同時に、劣等感や優越感などを全部捨てないといけません。エペソ2：8、あなたがたは、恵みのゆえに信仰によって救われたのだ。これはあなたがたから出たものではなくて、神からのプレゼントなのだとあります。これがクリスチャンの思想です。だから、そういったところから足を洗って、世の中にはイエス様を信じる人、つまり、救われた人かどうか。あるいは、イエス様を拒否する人、滅びる人間、そして、その中で、イエス様をこれから信じる人、救われることが定まっている人、この３種類の人間しかいません。人を見るときに、こういう見方で見ていかないといけません。そうでないと、また人によってつまずいたり、人に頼ってがっかりしたり裏切られたり辛い経験をしなければなりません。余計な喧嘩に巻き込まれるようになるでしょう。そういうことはクリスチャンの私たちには、実は要らないものです。世の中には、みながアダム以来、カインとアベルに分かれるようになりました。それが事実です。
結論として申し上げましょう。皆さんは幸いなことに、いろいろなきっかけを通して、神様の恵みによって、イエス様をキリストとして受け入れた方です。そうであれば大胆に宣言しましょう。自分はどんな過去があろうが、人間的な外的な条件、状況、環境がどうであろうが、一切それに惑わされず、それに引っかからず、自分はアダムの子孫であると同時に、アベルの子孫なのだ、だから、私は祝福の存在だと宣言してください。皆さんは、そういう存在です。受験に合格できなかったでしょうか。そういうことで皆さんを評価してはいけません。合格したでしょうか。そういうことで浮かれていてはいけません。実際、それが皆さんの人生を左右するものでもないし、一般的でも霊的にはまったく関係ありません。自分がアベルの子孫なのだという確信と、だから、私は人間的な条件と関係なく、祝福の者だ。これにはまっていないまま合格して浮かれていると、それは何の役にも立ちません。これにはまっている者は、たとえ病気にかかったとしても、その病気がその人の益となり祝福に変えられるようになります。創世記１章、２章、３章を通して、皆さんは最高に幸せな者、世が与えることができない平安を持つ所有者、すべての問題はもう終わった存在だということを確認しました。皆さんがそのような祝福の存在、アベルの子孫だということを忘れてはいけません。そして、それを礼拝の時に確認するだけでなく、毎日、わざわざ自分がそのような存在だということを確認して噛みしめるときを持つようにならないといけません。なぜかというと、いままで肉に捕らわれていたので、いまだに肉の力があまりにも強く働いているので、わざわざ時間を持つわけです。条件などに関係なく、私は祝福のもの、私は幸いな人です。たとえ受験に落ちても私の幸せには何も関係ありませんということを噛みしめて受験に臨むのと、受験によって人生左右されるかのように思って臨むのと天と地の違いでしょう。だから、まず自分がどんな存在なのかを発見しなければなりません。アベルの子孫です。世の中には、アベルの子孫とカインの子孫しかいません。
それから、もう一つ、アベルの子孫は、天国のものです。天国に行けばいいのに、なぜ世の中で生かされているのでしょうか。いまだにアベルの子孫が救われていないまま、世の中にたくさん備えられているのです。だから、皆さんは、アベルの子孫であると同時に、人類の中でアベルの子孫を探し当てる存在です。そういうプライドを持たないといけません。それが生きる理由です。それによって歴史が動かされ、政治も動かされ、経済、健康、すべてがそれによって動かされるようになっています。アベルの子孫を探し当てる者です。ただ誰なのかは分かりません。神様はご存知の上で導かれるので、今現在、未信者の中にアベルの子孫が備えられていることを信じてぶつかるすべての人に福音を伝えることを決心して祈ってみてください。見分けられる方法は一つしかありません。神から与えられている救いの道、イエス・キリストを正しく紹介してどのように反応するか見るしかありません。このアベルの子孫を探し当てること、これが神様の目的であり、歴史が存在する理由なので、皆さんが考えているより大きなテーマなので、これに沿って歩きますと皆さんの人生が成功の座に導かれていることを見るようになるでしょう。あくせくしなくても。成功のために頑張って成功を手に入れる者ではありません。そこには必ず疲れがともないます。そうではなく、アベルの子孫を探し当てる神のテーマに沿って、それが生きる理由になって、人生を歩いて行くときに、神様はいつの間にか成功の座に私がいるように引っ張っていかれるわけです。ダビデがゴリアテを倒して王になろうと思ったことはありません。ダビデは、この祝福をしっかり味わっていたら、あるときにゴリアテを倒す機会が許されたのです。それがクリスチャンです。
まとめましょうか。いま短く簡単に申し上げましたが、あまりにも私たちの中には違うものが刻印されているので、短くできるだけシンプルに申し上げました。皆さんが見ていた人間に対する見方、人類に対しての見方、それは全部捨てないといけません。クリスチャンしかいません。皆さんまでもが同じ見方をしていてはいけません。人間的な条件、外見と関係なく、人類はみなアダムの子孫であり、アベルの子孫かカインの子孫かなのです。それ以外にはありません。その見方をもって、ぜひ神様とともに歩むすばらしい勝利の人生、特にアベルの子孫を探し当てる理由ある意義ある人生を設計していただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。人それぞれいろいろな状況、条件があります。けれども、そのような人間的な条件と一切関係なく、イエス・キリストによってアベルの子孫であるということを確認して確信をもって、自分は変わらない祝福の存在でアベルの子孫をこれから探し当てることに残りの生涯が意味あるものだという確信をもって祈りつつ歩むことができるように聖霊様が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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